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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】 
軽度の大脳病変を有する日本の多発性硬化症(Multiple Sclerosis: MS)患者の注意機能障害と脳萎
縮評価し、それらの相関について検討した。 
【対象】 
21例の日本の再発寛解型多発性硬化症患者、年齢・性別を統制した健常者 13名 
【方法】 
MS患者の注意機能を年齢層により標準化された標準注意検査法（Clinical Assessment for 
Attention: CAT）を用いて評価した。CATの下位検査成績と年齢、罹病期間、Mini-Mental State 
Examinationの成績、再発回数などのパラメータとの相関を検討した。大脳病変は、脳磁気共鳴映像
法（MRI）の T2強調画像水平断で視覚的に確認できた病変に関心領域（ROI）をとり、解析ソフトを
用いて病巣体積を計算した。脳萎縮の指標としての第三脳室横径と尾状核比（Bicaudate ratio）を
FLAIR画像の冠状断で測定し、MS患者と健常者で比較した。 
【結果】 
CATの下位検査では視覚性抹消課題、Continuous Performance Testの所要時間は 14名（66.7%）
で延長しており、自動的な情報処理の遅延が認められた。一方で反応の正確さは CATのすべての課題
で保たれており、正常値からの偏差は課題の難易度で変動することはなかった。脳 MRIの全病巣体積
は小さく、大脳病変は軽度であった。第三脳室横径は健常群と比較して著明に拡大していたが、CAT
の成績との相関はみられなかった。 
【結論】 
軽度の大脳病変を有する日本の MS患者では注意機能障害が高頻度でみられた。そしてその障害は
自動的な情報処理の遅延が特徴であるが、ワーキングメモリを必要とする制御性の情報処理は保たれ
ていた。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
多発性硬化症（以下 MS）は中枢神経の髄鞘が障害される脱髄疾患で、脳・脊髄といった中枢神経
系に脱髄巣が多発し（空間的多発）、運動麻痺、感覚障害、運動失調などさまざまな神経症状を引き
起こす。欧米の研究では MSの約 40 ｰ 65％に何らかの認知機能障害を認めることが報告されており、
認知機能障害が社会生活や雇用に影響を及ぼすことも明らかとなっている。日本において MSの認知
機能に関する報告は少なく、今回申請者は注意障害に注目して脳萎縮や病巣体積との相関を検討した。
対象は 21例の再発寛解型多発性硬化症患者、年齢・性別を統制した健常者 13 名。 
(1) 注意機能を年齢層により標準化された標準注意検査法（Clinical Assessment for Attention: 
CAT）を用いて評価した。(2) 脳磁気共鳴映像法（MRI）の T2強調画像水平断で視覚的に確認できた
病変に関心領域（ROI）をとり、解析ソフトを用いて病巣体積を計算した。脳萎縮の指標としての第
三脳室横径と尾状核比（Bicaudate ratio）を FLAIR画像の冠状断で測定し、MS患者と健常者で比較
した。(3) CATの下位検査成績と年齢、罹病期間、Mini-Mental State Examinationの成績、再発回
数などのパラメータとの相関を検討した。検討(1)では CATの下位検査では視覚性抹消課題、
Continuous Performance Testの所要時間は 14名（66.7%）で延長しており、自動的な情報処理の遅
延が認められた。一方で反応の正確さは CATのすべての課題で保たれており、正常値からの偏差は課
題の難易度で変動することはなかった。検討(2)では脳 MRIの全病巣体積は小さく、大脳病変は軽度
であった。第三脳室横径は健常群と比較して著明に拡大していた。検討(3)では第三脳室横径は罹病
期間と BCRに正の相関を認めたが(P,0.05)、 再発回数や病巣体積とは相関は認めなかった。CATの
成績と第三脳室横径、BCR、病巣体積に相関はみられなかった。以上から日本の MS患者では情報処理
速度の遅延が明らかである一方、反応の正確さは保たれていたことから自動的な情報処理の低下にか
かわらず、随意的な情報処理は保たれていると考えられた 
以上より、本研究は軽度の大脳病変を有する日本の MS患者における注意機能障害を明らかにし、
そしてその障害は自動的な情報処理の遅延が特徴であるが、ワーキングメモリを必要とする制御性の
情報処理は保たれていたことを示した臨床的研究と位置づけられる。よって本研究は博士（医学）の
学位を授与されるに値すると判定した。 
 
